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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第９期
第２四半期
連結累計期間

第10期
第２四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

売上高 (千円) 1,769,577 1,938,778 3,781,862

経常利益 (千円) 181,562 177,148 388,604

四半期(当期)純利益 (千円) 146,265 300,332 286,312

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 135,282 △305,236 1,098,533

純資産額 (千円) 3,573,499 4,182,706 4,543,149

総資産額 (千円) 3,932,507 4,722,242 5,378,979

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 16.24 33.19 31.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 16.10 32.97 31.48

自己資本比率 (％) 89.7 87.5 83.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 250,557 168,281 333,641

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △135,119 432,581 116,020

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,529 △33,556 △36,538

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,584,107 2,499,528 1,929,120
 

 

回次
第９期
第２四半期
連結会計期間

第10期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.95 26.06
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第10期第２四半期連結累計期間末における四半期包括利益の大幅な減少は、保有株式の時価下落による有価

証券評価差額金の一部取崩によるものであります。

 

２ 【事業の内容】

当社は、第１四半期連結会計期間において、先進的なマーケティングの支援に特化する完全子会社シナジーイノ

ベーションズ株式会社について、重要性が増したため、新たに連結の範囲に含めております。これにより、平成26年

６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社３社、非連結子会社１社により構成されることになりました。

また、シナジーイノベーションズ株式会社については、報告セグメントは「エージェント事業」としております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載のうち将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）におけるわが国経済は、日銀による

金融緩和策や政府の成長戦略に基づく経済政策を背景に、企業業績の回復や生産活動に持ち直しの動きがみられま

したが、一方で消費税増税やガソリン価格の高騰などによる消費マインドの冷え込みへの懸念など先行き不透明な

状況が続いております。

　一方、当社が属するインターネット市場では、スマートフォンやタブレット端末などの通信端末の普及拡大や各

通信事業者の相次ぐ高速通信回線の提供に伴って、クラウドコンピューティングやビッグデータ市場にさまざまな

サービス形態が登場し、その市場は拡大の一途をたどっております。

　当社においても、このようなクラウドコンピューティングやビッグデータに対する需要の拡大は、大きなビジネ

スチャンスととらえており、当第２四半期連結累計期間は、既存のクラウドサービスの販売に加えて新たなクラウ

ドサービスの研究開発に注力して参りました。

　その一環として、Synergy!360やiNSIGHTBOXといったクラウドサービス群の新機能を強化するとともに、よりセ

キュアでスピーディに利用頂けるよう基盤の強化も積極的に行いました。　

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,938,778千円（前年同期比9.6％増）となりました。営業利

益は160,324千円（前年同期比34.7％増）、経常利益は177,148千円（前年同期比2.4％減）となりました。また、投

資有価証券売却益363,998千円を特別利益に計上したこと等により、四半期純利益は300,332千円（前年同期比

105.3％増）となりました。

　

セグメントの業績は、次の通りであります。

　従来、エージェント事業に計上しておりました、ソフトウェアライセンス販売に係る売上高及び売上原価を、管

理区分を変更したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、クラウドサービス事業に計上しております。当第２

四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

　

① クラウドサービス事業

　クラウドサービス事業は、「Synergy!360」「Synergy!」「Synergy!LEAD」「iNSIGHTBOX」などのクラウドサービ

ス群の提供を行っており、売上高は867,556千円（前年同四半期累計期間785,811千円、前年同期比10.4％増）、セ

グメント利益は245,231千円（前年同四半期累計期間122,823千円、前年同期比99.7％増）となりました。

　

② エージェント事業

　エージェント事業は、当社クラウドサービスを利用している既存顧客に対して、システム開発やメール配信代

行、広告代理等の受託業務の提案を行っており、売上高は509,685千円（前年同四半期累計期間449,728千円、前年

同期比13.3％増）、セグメント損失は74,541千円（前年同四半期累計期間12,141千円のセグメント損失）となりま

した。
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③ ｅホールセール事業

　ｅホールセール事業は、連結子会社である株式会社ビーネットがECショップ向けに商品の卸売りを行う事業であ

り、売上高は561,536千円（前年同四半期累計期間534,038千円、前年同期比5.1％増）、セグメント損失は10,094千

円（前年同四半期累計期間3,931千円のセグメント利益）となりました。

　

④ その他

　その他は、連結子会社であるSMIA Corporationの、米国における市場調査事業等の業績を示しております。セグ

メント損失は4,843千円（前年同四半期累計期間523千円のセグメント損失）となりました。

　

（2）財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて500,159千円増加し、3,165,690千円となりました。これは、現金及び

預金が474,177千円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,156,896千円減少し、1,556,552千円となりました。これは、投資有

価証券が1,120,450千円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、4,722,242千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて45,897千円増加し、463,933千円となりました。これは、未払法人税等

が34,739千円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて342,191千円減少し、75,602千円となりました。これは、投資有価証券

の評価益に係る繰延税金負債が342,191千円が減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、539,536千円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて360,442千円減少し、4,182,706千円となりました。これは、その他

有価証券評価差額金が621,324千円減少したものの、四半期純利益を300,332千円計上したことなどによります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べて570,407千円増加し、2,499,528千円となりました。

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、168,281千円の収入（前年同四半期は、250,557千円の収入）となりま

した。これは主に、税金等調整前四半期純利益516,771千円、投資有価証券売却益△363,998千円を計上したこ

と、また法人税等の支払いにより181,212千円支出したことなどによるものであります。

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、432,581千円の収入（前年同四半期は、135,119千円の支出）となりま

した。これは主に、投資有価証券の売却による収入407,754千円、投資有価証券の償還による収入106,754千円な

どによるものであります。

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、33,556千円の支出（前年同四半期は、37,529千円の支出）となりまし

た。これは主に、配当金の支払額45,805千円、ストックオプションの行使による収入13,197千円などによるもの

であります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事実上及び財務上の課題について重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、48,161千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,128,000 9,161,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株であり
ます。

計 9,128,000 9,161,600 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

28,000 9,128,000 5,922 1,172,368 5,922 1,172,334
 

(注)　新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

谷井　等 大阪市西区 1,700,000 18.62

田畑　正吾 兵庫県芦屋市 1,234,000 13.52

楽天株式会社 東京都品川区東品川４丁目12－３ 1,136,000 12.45

田代　正雄 堺市北区 237,400 2.60

セールスフォース・ドットコム・
インク
（常任代理人 香港上海銀行東
京支店)

The Landmark,One Market,Suite300,San
Francisco,CA94105
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

234,800 2.57

株式会社ツルヤ 大阪市西区九条１丁目12－12 160,000 1.75

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２―10 155,200 1.70

シナジーマーケティング従業員持
株会

大阪市北区堂島１丁目６－20 150,300 1.65

小池　秀之 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 132,700 1.45

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 104,100 1.14

計 ― 5,244,500 57.46
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - ―

議決権制限株式(自己株式等) - - ―

議決権制限株式(その他) - - ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 59,100
 

- ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,067,800
 

90,678 単元株式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,100
 

- ―

発行済株式総数 9,128,000 - ―

総株主の議決権 - 90,678 ―
 

　（注）「単元未満株式」には、当社所有の自己株式が43株含まれております。

 
② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
シナジーマーケティング
株式会社

大阪市北区堂島１丁目
６－20

59,100 - 59,100 0.65

計 ― 59,100 - 59,100 0.65
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,763,234 2,237,412

  受取手形及び売掛金 439,764 455,912

  有価証券 205,885 302,115

  商品及び製品 55,570 48,945

  仕掛品 11,945 10,753

  その他 195,959 117,973

  貸倒引当金 △6,829 △7,421

  流動資産合計 2,665,530 3,165,690

 固定資産   

  有形固定資産 96,729 112,167

  無形固定資産   

   のれん 30,999 2,522

   ソフトウエア 335,423 304,137

   その他 25,248 39,535

   無形固定資産合計 391,671 346,195

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,117,899 997,448

   その他 113,682 109,129

   貸倒引当金 △6,533 △8,388

   投資その他の資産合計 2,225,048 1,098,189

  固定資産合計 2,713,449 1,556,552

 資産合計 5,378,979 4,722,242
 

 

EDINET提出書類

シナジーマーケティング株式会社(E05722)

四半期報告書

 8/19



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 93,165 60,108

  未払法人税等 184,165 218,904

  賞与引当金 16,842 25,000

  その他 123,862 159,920

  流動負債合計 418,036 463,933

 固定負債   

  繰延税金負債 417,793 75,602

  固定負債合計 417,793 75,602

 負債合計 835,829 539,536

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,165,938 1,172,368

  新株式申込証拠金 - 338

  資本剰余金 1,125,114 1,131,543

  利益剰余金 1,394,056 1,648,907

  自己株式 △30,635 △30,635

  株主資本合計 3,654,474 3,922,522

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 816,452 195,128

  為替換算調整勘定 21,973 14,152

  その他の包括利益累計額合計 838,426 209,281

 少数株主持分 50,248 50,903

 純資産合計 4,543,149 4,182,706

負債純資産合計 5,378,979 4,722,242
 

 

EDINET提出書類

シナジーマーケティング株式会社(E05722)

四半期報告書

 9/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 1,769,577 1,938,778

売上原価 923,888 1,005,529

売上総利益 845,689 933,249

販売費及び一般管理費 ※  726,670 ※  772,925

営業利益 119,019 160,324

営業外収益   

 受取利息 14,632 13,733

 受取配当金 7,304 5,908

 為替差益 40,596 -

 その他 904 2,026

 営業外収益合計 63,437 21,669

営業外費用   

 自己株式取得費用 83 -

 支払手数料 811 -

 為替差損 - 4,845

 営業外費用合計 894 4,845

経常利益 181,562 177,148

特別利益   

 投資有価証券売却益 160,441 363,998

 特別利益合計 160,441 363,998

特別損失   

 公開買付関連費用 - 22,000

 固定資産除却損 2,738 2,374

 減損損失 76,853 -

 その他 2,000 -

 特別損失合計 81,592 24,374

税金等調整前四半期純利益 260,411 516,771

法人税、住民税及び事業税 143,634 215,334

法人税等調整額 △32,246 △498

法人税等合計 111,387 214,836

少数株主損益調整前四半期純利益 149,024 301,935

少数株主利益 2,758 1,603

四半期純利益 146,265 300,332
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 149,024 301,935

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △23,556 △621,324

 為替換算調整勘定 9,814 14,152

 その他の包括利益合計 △13,741 △607,171

四半期包括利益 135,282 △305,236

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 132,523 △306,839

 少数株主に係る四半期包括利益 2,758 1,603
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 260,411 516,771

 減価償却費 77,723 82,356

 減損損失 76,853 -

 のれん償却額 28,476 28,476

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,439 2,446

 受取利息及び受取配当金 △21,936 △19,642

 投資有価証券売却損益（△は益） △160,441 △363,998

 為替差損益（△は益） △40,596 4,869

 公開買付関連費用 - 22,000

 固定資産除却損 2,738 2,374

 売上債権の増減額（△は増加） 50,063 △16,147

 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,745 7,816

 前払費用の増減額（△は増加） 10,789 △10,559

 未収入金の増減額（△は増加） △10,090 92,140

 仕入債務の増減額（△は減少） △15,136 △33,056

 未払金の増減額（△は減少） 5,442 4,869

 未払消費税等の増減額（△は減少） △1,875 8,115

 預り金の増減額（△は減少） △3,825 △6,403

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,849 8,157

 その他 7,655 △734

 小計 276,285 329,851

 利息及び配当金の受取額 21,685 19,642

 法人税等の支払額 △47,412 △181,212

 営業活動によるキャッシュ・フロー 250,557 168,281

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △40,000 △40,000

 定期預金の払戻による収入 83,370 40,000

 有形固定資産の取得による支出 △21,834 △35,401

 無形固定資産の取得による支出 △80,474 △42,767

 投資有価証券の取得による支出 △579,840 -

 投資有価証券の売却による収入 510,950 407,754

 投資有価証券の償還による収入 1,832 106,754

 差入保証金の差入による支出 △7,284 △3,536

 その他 △1,840 △222

 投資活動によるキャッシュ・フロー △135,119 432,581

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 ストックオプションの行使による収入 12,182 13,197

 自己株式の取得による支出 △10,143 -

 配当金の支払額 △39,100 △45,805

 少数株主への配当金の支払額 △468 △949

 財務活動によるキャッシュ・フロー △37,529 △33,556

現金及び現金同等物に係る換算差額 22,124 △6,899

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 100,033 560,407

現金及び現金同等物の期首残高 1,484,073 1,929,120

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 10,000

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,584,107 ※  2,499,528
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため、シナジーイノベーションズ株式会社を連結の範囲

に含めております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

給与及び手当 254,831千円 267,800千円

賞与引当金繰入額 6,405千円 9,443千円

貸倒引当金繰入額 2,439千円 4,267千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

現金及び預金 1,408,113千円 2,237,412千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △40,000千円 △40,000千円

有価証券(金銭信託) 204,840千円 200,482千円

有価証券(コマーシャルペーパー) -千円 101,633千円

その他(預け金) 11,152千円 -千円

現金及び現金同等物 1,584,107千円 2,499,528千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月25日
定時株主総会

普通株式 45,067 ５ 平成24年12月31日 平成25年３月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月24日
定時株主総会

普通株式 45,192 ５ 平成25年12月31日 平成26年３月25日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

クラウド
サービス
事業

エージェ
ント事業

eホール
セール事
業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

785,811 449,728 534,038 1,769,577 - 1,769,577 - 1,769,577

         
セグメント間の
内部売上高
又は振替高

- 779 - 779 1,385 2,165 △2,165 -

計 785,811 450,507 534,038 1,770,357 1,385 1,771,743 △2,165 1,769,577

セグメント利益
又は損失（△）

122,823 △12,141 3,931 114,612 △523 114,088 4,930 119,019
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、米国における市場調査事業等を

含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額4,930千円は、セグメント間取引の消去によるものです。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間において、米国にSMIA Corporationを新たに設立し、連結の範囲に含めたことに伴

い、報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を新たに追加しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

クラウドサービス事業において、当社が開発を行ったソフトウェアについて、収支計画の見直しを行った結

果、63,326千円の減損損失を計上しております。また、報告セグメントに帰属しない全社資産において、過去に

開発した請求業務支援システムの利用を見合わせたため、13,526千円の減損損失を計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

クラウド
サービス
事業

エージェ
ント事業
(注４)

eホール
セール事
業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

867,556 509,685 561,536 1,938,778 - 1,938,778 - 1,938,778

         
セグメント間の
内部売上高
又は振替高

141 1,743 - 1,884 8,912 10,797 △10,797 -

計 867,698 511,428 561,536 1,940,663 8,912 1,949,575 △10,797 1,938,778

セグメント利益
又は損失（△）

245,231 △74,541 △10,094 160,596 △4,843 155,752 4,571 160,324
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、米国における市場調査事業等を

含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額4,571千円は、セグメント間取引の消去によるものです。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 第１四半期連結会計期間より、従来、持分法を適用しない非連結子会社であったシナジーイノベーションズ

株式会社を、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。当該会社の報告セグメントは、「エー

ジェント事業」としております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、エージェント事業に計上しておりました、ソフトウェアライセンス販売に係る売上高及び売上原価を、

管理区分を変更したことに伴い、第１四半期連結会計期間より、クラウドサービス事業に計上しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント区分で記載しております。

 
(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。
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(有価証券関係)

前連結会計年度末(平成25年12月31日)

　その他有価証券

(単位：千円)

区分 取得原価
四半期連結貸借対照表

計上額
差額

  株式 65,845 1,344,330 1,278,484

 その他 693,010 681,523 △11,487

合計 758,855 2,025,853 1,266,997
 

 

当第２四半期連結会計期間末(平成26年６月30日)

その他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度末に比べて

著しい変動が認められます。

　その他有価証券

(単位：千円)

区分 取得原価
四半期連結貸借対照表

計上額
差額

  株式 23,986 320,740 296,753

 その他 682,523 688,716 6,193

合計 706,509 1,009,456 302,947
 

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。　

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 16円24銭 33円19銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 146,265 300,332

   普通株主に帰属しない金額(千円) - -

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 146,265 300,332

    普通株式の期中平均株式数(株) 9,005,655 9,047,664

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16円10銭 32円97銭

    (算定上の基礎)   

   普通株式増加数(株) 77,641 62,754

   (うち新株予約権) (77,641) (62,754)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

- -

 

 

(重要な後発事象)

　当社は、平成26年８月７日開催の取締役会において、ヤフー株式会社による当社の普通株式及び新株予約権に対する

公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）に関して、賛同の意見を表明するとともに、当社の株主の皆様に対

しては、その保有する当社の普通株式を本公開買付けに応募することを推奨する旨、新株予約権の保有者の皆様に対し

ては、その保有する新株予約権を本公開買付けに応募するか否かについて、各自のご判断に委ねる旨の決議を行いまし

た。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成26年８月14日

シナジーマーケティング株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　　井　　隆　　雄　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   西　　田　　順　　一　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシナジーマーケ

ティング株式会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年

４月１日から平成26年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四

半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シナジーマーケティング株式会社及び連結子会社の平成26年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成26年８月７日開催の取締役会において、ヤフー株式会社による

会社の普通株式及び新株予約権に対する公開買付けについて、賛同の意見を表明することを決議した。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

　

EDINET提出書類

シナジーマーケティング株式会社(E05722)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

